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象 牙 と 首 長

19世紀末のホール社会 とソマ リ長距離交易の影響

宮 脇 幸 生

1,は じめに

エチオ ピア西南部 か らケニア北西部 にか けて広 が る トゥルカナ湖周辺 の半乾燥地帯 には、多

くの牧畜社会 が分布 して いる。 これ らの社 会の人 々 は、何世紀 に もわた って、変 わる ことのな

い生活 を維持 して きた よ うに見 える。 だが実 際 は、 国家支配 に入 る以前 の この地域 の社会 は、

非常 の流動 的であ り、 人 々は しば しば移動 し、その生業 や民族 アイデ ンテ ィテ ィを変化 させ て

きた。(cf.Sobania,1980)そ して20世 紀以降 は、国家 や植民地支配 の影響 を強 く受 け、 そ の

影響 は一見 して 「伝統 的」 と見 える彼 らの文化の中 にも、 はっきりと刻 印され ている。本稿 で

はその例 として、19世 紀 の半 ば に この地域 に到達 した ソマ リの長距離交易 が、 ある民族集団 に

およぼ した影響 と、 国家支配後 のその変容 につ いて検討 す る。

私 が ここで例 と して取 り上 げ るの は、 エチ オ ピア西南部 の クシ系農牧民 ホールで あ る。 ソマ

リ交易 との接触 は19世 紀 の ホールの社 会 に、 強力 な首長制 を形成 させ る契機 とな った。 そ して

エチオ ピア帝国 に よる征服 によって、 ソマ リ交 易の影響 は減退 したが、 ソマ リと帝国 とい う二

っ の外部 の力 は、首長筋 に関す る伝承 を通 して、 ホ ールの いだ く外部 の イメ ー ジ と してそ の

「伝統」 に深 く刻 印 されてい る。

次章で は、19世 紀 にお けるエチオ ピアの長距離交易 ルー トの概要 を示す。紅海 およびイ ン ド

洋か ら伸 びる長距離交易 ルー トが、 どのよ うな拠点 を通過 し、 エチオ ピア西南部 にどのよ うな

形でつ なが っていたのかを示す。

第3章 で は、 ソマ リの交易 ネ ッ トワー クがホールの社会 にどの よ うな影響 をお よぼ したのか

を、聞 き取 りと文献資料 か ら明 らかにする。

第4章 で は、エチオ ピア帝国 による支配 と、それ に ともな うソマ リ交 易 の衰退 につ いて述 べ

る。さ らに ソマ リと帝国 とい うふたっの外部の力が、いか なる形 で ホー ルの歴 史記憶 に刻 み込

まれ、ホールの首長筋 の伝承 に反 映 されているのかを示 したい。

2.19世 紀の長距離交易

1)北 部 交易ルー ト

19世 紀 の エチオ ピア高地北部 では、 セム系 のキ リス ト教王 国が割拠 し、政治的 な統一 を 目指

して諸侯 が覇を競 って いた。 また南部で は、多 くの オモ系、 クシ系 の小王国、首長国 が勃興 し

て いた。 その周辺 の低地 には、高地 の王国や首長国を とりま くかたちで、牧畜社会 がひろが っ

て いた。
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これ らの異 な った文化 圏をっないでいたのが、紅海や イ ン ド洋か ら内陸部 に達す る長距離 交

易 ルー トだ った。19世 紀 にイスラム圏 との交易が盛ん にな るにつれ、 内陸部へ の交易 も活発化

して い った。(Bahru:21-24)【 図1】

「

図1北 部交易ルー ト

北部 と西南部 をっな ぐルー トのひ とっが、紅 海沿岸部 エ リトリアか ら、西南部 の カフ ァにい

たる ものだ った。 このルー トは、 カフ ァ(Kafa)の ボ ンガ(Bonga)に 発 し、 ジ ンマの ジ レ ン

(Jiren)、 リンムーエ ンナ リヤ(Limmu-Ennarya)の サカ(Saqa)を 通 り、帝都 であ るゴンダー

ル(Gondar)に いた る。 そ こか ら西 のマ タンマ(Matamma)へ 行 くルー トと、 北 の ア ドワ

(Adwa)を 通 り、紅海 のマ ッサ ワ(Massawa)へ いた るルー トに分 かれていた。

もうひとっの ルー トは、サ カか ら東 へ向か うルー トで ある。 これ は ソッ ド(Soddo)を 通 り、

シ ョワ(Showa)の 首都であ るア ンコバル(Ankobar)に いた る。 さ らにそ こか ら東 の ハ ラー

ル(Harar)を 通 り、 ソマ リ交 易の北部 の拠点で あるアデ ン湾 に面 す るゼ イ ラ(Zeila)と ベ ル

ベ ラ(Berbera)に 到達 した。

19世 紀 の交 易品で もっとも重要 な ものは、塩 と奴隷 だ った。塩 はティグ レで生 産 され、西南

部へ運 ばれた。 その他 にガ ラスや ビーズ、鉄製品、布な どの海外 の産 品 も、西南部へ運ばれた。

奴 隷 は西南部 か ら北部 へ運 ばれ、 スーダ ンや アラ ビア半 島の イスラム地域 へ輸 出 され た。 この

他 に象 牙、金、齋香 も重要 な輸出品だ った。

長距離 交易 は、 エチオ ピア高地の諸民族 の政 治組織 に、大 きな影響 を与 えた。 エチオ ピァ中

央部 で は、19世 紀 の半 ばか ら、 アムハ ラ人 による王 国であ るシ ョワが、周辺 のオ ロモ人 を吸収

しっっ勢力 を拡大 して いた。 シ ョワ王 国の重要 な財源 が、北部 と南部 をつ な ぐ長距離交 易だ っ
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た。 ショワの市場 には、 南部や西南部 か ら運 ばれて くる、 オロモ人や シダモ人 の奴隷 が満 ちあ

ふれて いた。 シ ョワの支 配者 は、 ア ファールやハ ラールか ら来 る商人が王国 を通過 す ることを

許 さず、交易 を独 占 した。 この交易で蓄積 した財で、彼 らは後 に多量の銃 を購入す る。 それ に

よって、19世 紀 の末 に版 図を爆発的 に拡大す る ことがで きたのだ った。(Bahru,1991:21-22)

シ ョワの南 に接す る高地 のオ ロモ地域で も、19世 紀の は じめ に王国がで き、長距離交 易の中

継点 とな る集 落や市場が形成 され た。 ジ ンマ王国の ジ レン、 エナ レア王国 のサカなどであ る。

北部商人 のキ ャラバ ンが現われ交易が活発 化 して しば らくす ると、 この地域で はオ ロモ人 の交

易商人 も現われ、北部 商人 と競合す るようにな った。 そ して オロモの諸王国 も、交易 をその重

要な財源 と位 置づ け、 北部商人の通 行を制 限す るよ うにな った。(Abir,1968:117)

2)北 部 交易ルー トとエ チオ ピア西南部

長距離 交易 は、 エチ オ ピア西南部 の諸民 族で も、王権 や首長 制の発達 に影響 を与 えた。 シ ョ

ワとオロモ諸 王国の さ らに南 には、 オモ系農耕民 の王国や首長 国が広 が っていた。 これ らの社

会の政治体 制 は、高度 に統合 され た王国か ら、首 長 に率い られた より小規模 な首長制社会、 そ

して首長 の権 力が ほとん ど名 目上の もの に過 ぎな い社会 まで、 さまざまだ った。 だが首長 の神

秘的な力 に より、土地 に豊穣が もた らされ、家畜が増殖 す るとい う世界観 は、北 に位置す る王

国か ら、 トゥル カナ湖畔 に近 いハマル にいた るまで、共通 していた。(Donham,1979:20)

北部 か らの交 易 ルー トを、西南部の奴隷 や象牙 、金や鋳香 の産地 とっ な ぐのが、 カ ファのボ

ンガ と、 ワライ タの ソ ッ ドだ った。 ボ ンガか らのル ー トは、バ ロ川 とオモ川 の分水嶺 を通 り、

オモ川河 畔の低 地 に降 りて いた。 ソッ ドか らは、 大地溝帯 の湖 沼地帯 を通 り、 ガモやマー レな

どのオモ系首長 国 に通 じるル ー トがあ った。 これ らのルー トの入 り口には、 それ ぞれ カ フ ァ

(Kafa)と ワ ライ タ(Walaita)と い う、強力 な王国 が発展 した。 これ らの王 国の背後 には、 よ

り統合度 の低 い首長 国が連 なって いた。王や首長 た ちは、金 や象牙、野生獣 の毛 皮な ど、交易

品 とな る物 品を独 占 し、 その権力の基盤を固め ようと した。

大地溝帯 の最南端 に位置 したのが、 マー レの首長 国だ った。 マー レの首長 は ヒョウの毛 皮、

バ ッファローの皮、象 牙 を集め、外来の交易品 と交換 した。 これ らの交易品 は、首長 が私 有 し

た り、有力 な副首長 に分配 した りした。(Donham,1994:31-32)

バ ローオモ川分水 嶺の ルー トにつ いて は、1885年 にジンマのジレンを訪 れた フランス人 ボレッ

リが、象牙狩 りについて の記録 を残 して いる。 ボ レッ リによれ ば、 ジ ンマに隣接 す るコ ンタブ

(Contab)や コ シャ(Kosha)の ハ ンターが、 オモ川 を下 り、 シャ ンバ ラ(Schambara)と い

う大 きな湖 の沿岸 で狩 猟 をす る。だが彼 らは、敵対 的な牧 畜民 ゴル ダ(Golda)を 恐 れて い る

た めに、少人数 で迅速 に行動 し、尻尾以外 の ものを持 ち帰 る ことはな い。尻尾は王に献kさ れ、

引 き換え に彼 らは銀 の腕輪を得 る。 その一 方で、 この地域 に接 して居 住す るデ ィメ(Dime)の

一 隊が湖岸 を訪 れ、象 牙 を持 ち帰 る。デ ィメ はそれを ドコ(Doko)に 与 え＼ ドコはそれ を マ

ロ(Malo)に 売 る。 それ はさ らにクチ ャ(Koutscha)や コシャ(Koscha)の 商人 に売 られ、

最 終 的 に ジ ンマで ナガ デ ィエ(nagadie)と い う・ 北 部 か らきた 商 人 に売 られ る と い う。

(Borelli,2001:344-346)
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1886年 にオモ川 を訪 れたイ タ リア人 ボ ッテゴ隊の記録 に も、 同様 な記述 がある。 それ によれ

ば、 オ モ川 流 域 で は、 デ ィメ と ドコが ゾウを狩 猟 し、 象 牙 を北 部 に送 って い る とい う。

(Vannutellietal,1899:323)

シ ヤンバ ラは トゥルカナ湖、 ゴル ダはスルマ系農牧民 メエ ン(ボ デ ィ)の こ とを指 して い る

のだ ろ う。 これ らめ記述 か ら、北部か らの交 易は、西南部高地 の農耕民 にまで至 っていること、

トゥルカナ湖近 くの低地 が ゾウの狩猟場 とな ってい ること、だがそ こに居住す る牧畜民 たちは、

この交易 に は参与 していなか った ことがわか る。

北部か らの交 易ルー トは、直接 トゥルカナ湖 畔の牧畜社会 に影響 を与 え ることはなか った。

しか し19世 紀 の末 に は、 この北部 ルー トか らや って くる高地人た ちが、牧 畜社会 に も姿 をあ ら

わ しは じあた。彼 らは南部 の諸王国 に雇 われた、北部 出身の ガ ンマ ンたちだ った。

ダサネ ッチ(Dasanetich)は 、19世 紀 の末 にエチオ ピア帝国軍 に さきが けて、 オモ川河 畔 に

高 地 人 が現 わ れ た こ とを伝 え て い る。 これ らの高地 人 は、 ダサ ネ ッチ で は シ ュバ タ リ

(shubatari)と 呼 ばれて いた。 ダサネ ッチは始 め、 シュバ タ リを好 まなか ったが、彼 らの もつ

火器 によ って、 たちまちの うちに屈服 させ られて しまった。 しか し儀礼 的な リー ダーの ひ とり

で ある ロカ リア(Lokwariya)に よって、 ダサネ ッチとシュバ タ リは和解 し、 その後 両 者 の間

には、友好 関係 が生 まれた といわれている。 ダサネ ッチ はシ鼻バ タ リたちに、食料 や ガイ ド、

ロバ を提供 し、 シュバ タ リたちはその助 けによって、 ゾウをハ ンテ ィング したのだ った。 ダサ

ネ ッチは、 シュバ タ リのハ ンティングした野生獣の肉を分 け前 として与 え られた。

牧畜民 ボ ラナ(Borana)が 住 む南部で も、同 じように、 銃 を持っ高 地人 が現 われ始 めた。

ボ ラナは彼 らを、 テ ィグ レ(Tigre)と 呼ん だ。 これ らの高地 人 も、 ボ ラナ とは友 好 的 な関係

を築 き、集落 に滞在 しなが ら、 ゾウ狩 りをお こな った とい う。(Sobania,1980:236-40)

3)ソ マ リ交易ネ ッ トワークの形成

エチオ ピァ西南部 に到達 していた もうひとつの交易 ルー トは、 イ ン ド洋沿岸か らのルー トで

あ る。18世 紀の末、 イ ン ド洋交易 では、象牙、 ゴム、竜挺香、奴隷 など、東 アフ リカの産物 の

需要 が増大 した。 これ らの産 品は、 イ ン ド、中国、 ヨー ロッパ、 アメ リカに輸出 された。19世

紀 には、 この需要 にこたえ るたあに、 アフ リカ内陸部へ の長距離交易が盛ん にな り、 エチォ ピ

ア西南 部一帯 も、 この交易ルー トの末端 に組入 れ られていった。 この南部か らの交易ルー トは、

東 ア フ リカ沿岸 のモ ンバサを拠点 とす るザ ンジバ リ(Zanzibari)と よばれ た ア ラブ人 や ス ワ

ヒ リ商人 によ るルー トと、 ベナデ ィル(Benadir)沿 岸 のブ ラヴ ァ(Brava)、 メルカ(Merka)、

モガデ ィシ」(Mogasishu)を 拠点 とす るソマ リ人 によるルー トがあった。 トゥルカナ湖周辺 に

いち早 く到達 していたのは、ベナデ ィル沿岸 か ら内陸 をめざ したソマ リ人 のキ ャラバ ンだ った。

さて、従来 の歴史研究 では、19世 紀の ソマ リ交易 は、 トゥルカナ湖周辺 の牧畜社会 に は、 ほ

とん ど影響 を与 える ことはなか ったとみな されて きた。 たとえば、 エチオ ピアにおけ る長距離

交 易 につ いて先駆的 な研究 を行 ったア ピール は、次 のよ うに述べ る。

1)19世 紀半 ば、 ヨー-uッ パ人 たちはべナデ ィルの商人 たちが、長距離 キ ャラバ ンに よって

ケニ ア北部や エチオ ピア南部 と活発な交易活動 を行 な って い る とい うこ とを耳 に して いた。
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(Abir,1970:129)し か しソマ リの長距離交易が カフ ァや トゥルカナ湖 までに達 して い る と考

え たの は、 ヨー ロ ッパ人 たちの無知 の故 だ った。(Abir,1970:130)

2)ソ マ リ商人 はボ ラナによって、 その国を超 えて侵入す る ことを妨 げ られて いた し、 アル

ポ レ(Arbore)、 コ ンソ(Konso)、 アル シ(Arussi)、 ジャムジ ャム(Jiamjiam)た ち はす べ

て、 ソマ リが 自分 たちの国に侵入す る ことに反対 していた。(Abir,1970:130)

3)内 陸交 易へ のボ ラナの参与 は、 おそ らく19世 紀以前 に始 まっていたけれども、それによっ

て ボラナ社会 が大 き く変化 した り、生活様式 に変化が生 じる とい うことはなか っただろ う。 ベ

ナデ ィルか らのキ ャラバ ンの活動 が、 ボ ラナよ りも内陸 にいる さまざ まな民族 の交易パ ター ン

や生活 を変化 させた という可能性 は、 もっ と小 さい もの だ っただろ う。(Abir,1970:134)

19世 紀 の半 ばの ヨー ロ ッパ人 による記 録 は、信悪性の薄 い ものなのだろ うか。 た しか に この

時代 の記録 は、 すべて スワ ヒリや ソマ リの交易商人か らの聞 き取 りによ るものであ り、記録者

自身 の観察 に基 づ くもので はな い。だが複数の記録がすで に19世 紀 の半 ばに ソマ リが トゥルカ

ナ湖 まで到達 してい ると記 して いるので、 それを否定す る ことは難 しい。 ア ビールが、 ソマ リ

交易 が トゥルカナ湖周辺 まで到達 しなか った理由 と して あげるのは、 ボ ラナが ソマ リに、 その

テ リトリーを通過 す るのを許 さなか ったとい う、後述す るデ ・ザヴ ァンシェの記録 による。 だ

が ソマ リか らの聞 き取 りによるその記録 じたい、彼 らが 昌トゥルカナ湖周辺 にまで到達 して いる

と記 してい るのであ る。

またボ ラナだけでな く、 周辺 の民族 もソマ リの侵入を許 さなか った とア ビールは推測 して い

る。 だがボ ラナの北 に位 置す るコ ンソで1960年 前後 に聞 き取 りを行 ったク ラックホー ンによれ

ば、最長老 のイ ンフォーマ ン トは、昔か らコ ンソで交易を行 って いた のは ソマ リで あ り、 ボ ラ

ナが交易 に くる ことは まれだ った と語 った という。(Kluckhohn,1962:417)ま た次章で詳 し

く述べ るよ うにボ ラナの西 に位置す るホールで も、同様な ことが伝え られている。 ソマ リのキ ャ

ラバ ンは、 ボ ラナのテ リ トリーを越えて、 エチオ ピア西南部 の奥深 くまで到達 して いたので あ

る。 ここで もう一度、19世 紀半 ばの ヨー ロッパ人 によ る記録 を整理 してお こう。

1840年 代す でに、 ソマ リの交易商人 は、 その ころ トゥル カナ湖東岸 にいた レンデ ィー レ、 エ

チオ ピア南西部高地 の農耕民 アマロ、 コ ンソ、 グラゲ、そ してオモ川下流 のカ ラ(Kere)に っ

いての情報 を、 ヨー ロ ッパ人 に伝えて いる。(Guillain,⇒Abir,1968:112)1850年 代 にフ ラ

ンス人 宣教師 デ ・ザ ヴ ァンシェが ブ ラヴ ァのソマ リ人交 易商 か ら聞 いた情報 には、 アムハ ラや

カフ ァのよ うな内陸部 の諸王国か ら、 コ ンソや ジ ャムジャムなどの西南部 の首長国、さ らに トゥ

ル カナ湖 の周 囲 に住 む ダサネ ッチ、サ ンプル(Samburu)、 ツ ァマコ(Tsamako)、 アルポ レ、

マル レ(Marle)な どの牧畜民 につ いての情報 と、 その居住地域 の間 を旅 す るの にか か る日数

までが詳細 に記 されて いる。(desAvanchers,1859)

ソマ リのキ ャラバ ンは トゥルカナ湖の北部 だ けでな く、南部 に も頻繁 に訪れて いた。1860年

代半 ば の英 国人探検 家 の記録 は、 マルサ ビッ ト(Marsabit)の 南 の レヤ(Reya)と 呼 ばれ る

地 域 に初 めて到達 した スワ ヒリ人交易商の報告 を記 している。 それ によれ ば、サ ンプルの住 む

この地域 に は、 モ ンバ サか らの この キャラバ ンに さきがけて、すで にブラヴ ァか らの ソマ リの

キ ャラバ ンが頻 繁 に訪れて いたとい う。(New,1873=1971:460)別 の記 録 も、 サ ンプルの南
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部 にはブ ラヴ ァか らのキ ャラバ ンが頻 繁 に訪 れ、 サ ンプルは ソマ リに従属 してい ると伝えて い

る。(Wakefield,1870:322)

ベ ナデ ィルか らの長距離交易が発達 す るにつれて、交易 ルー ト沿 いには、 い くっ かの交 易拠

点 が形成 され た。 なかで も19世 紀後半 に重要 な役割 をはた したの は、 ジュバ(Juba)川 沿 いの

ルー ク(Lugh)と バルデ ラ(Bardera)で ある。 これ らの交易拠 点で は、 支配 層 が交 易制 度 を

整備 し、多 くの商人を ひきつ けようとした。 これ らの交易拠点には、ボラナのキ ャラバ ンもや っ

て来 た。 しか し中心 にな っていたのは、 ブ ラヴ ァ、 メル カ、 モガデ ィシュ出身 の商人 たちで あ

る。彼 らはここに家を構 えて、沿岸 と内陸をむすぶ交易をおこなった。町では内陸か ら来 るキ ャ

ラバ ンと沿岸 か ら来 るキ ャラバ ンが出会 い、駄獣 や人足、積荷 や食料 を調達 し、 それぞれの方

角 に旅立 ってい った。 【図2】
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図2ソ マ リ交易 ルー ト

ルークか らのキ ャラバ ンはさ らにダワ(Dawa)川 沿 いに進み、 ボラナの住 む山岳地帯 に入 っ

て い った。 キ ャラバ ンは途中で、 ソマ リやボ ラナの遊牧民 に通行を妨 げ られ ること もあ った。

しか し交易商人 は遊牧民 たちと、 シェガ ッ トとい うパ トロ ンー クライ ア ン ト関係 を結んだ。土

地 の有力者 をパ トロンとす ることで、困難 を避 けよ うと したのであ る。 さらに19世 紀の後半 に

な ると、 北部の オガデ ンか らソマ リ人が ジュバ川の西部 に大量 に移住 し、 ボ ラナを圧迫 した。

その結果・ ジュバ側 沿岸か ら南の タナ川、 さ らに西 の ワジー ル(Wajir)に か けて の一 帯 は、

ソマ リの コ ン トロール下 に入 り、西へ の交易 は、 より容 易な もの とな った。

ベナデ ィルか らルー クまでの旅程 は、10～15日 だ った。2～3人 の商人が共 同 して キ ャ ラバ

ンを構成 し、 ひ とりが6頭 ほ どの ラクダを連れていた。 そ こか ら内陸へ と進 むキ ャラバ ンも、

沿岸部か ら来 た もの と同 じだ ったが・現地の ソマ リとボ ラナ も加 わ った。 キ ャラバ ンは酷暑 を

避 けるために夜 に出発 し、月明か りをたよ りに夜 を徹 して旅 した。 こ うしたキ ャラバ ンの多 く

は小規 模 な もの だ ったが・ この地域を1896年 に踏査 したボ ッテーゴは、40人 の人間 と35頭 の ラ

ク ダで構成 され た大 規模 なキ ャラバ ンに も出会 っている。 ルークか らボ ラナの中心部 まで、 お

よそ20日 を要 した。
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ボラナの領土 に入 ると、交 易商人 たちは、取 り引 きが終わ るまで集 落に滞在 した。彼 らは親

しい ボ ラナの家 に宿泊 し、 ミル クなどの食料 を もらった。 そのお返 しに彼 らは、布 や真鍮 の針

金、 タバ コなどを与 えた。(Dalleo,1975:57)彼 らの持 って くる商品 は、木綿布、鉄 ・銅製品、

お茶、砂 糖、火器、多種 の ビーズなどだった。布 は、アメ リカか ら輸入 した彩色綿布が主であっ

た。彼 らはまず商品 を家畜 に換 え、つ いで これ らの家畜を象牙 やサイの角、 カバの歯、 ヒ ョウ

や ガゼル の毛皮 など と交換 した。 ホス トとなるボラナは、 この ような交 易の仲介 を し、 また沿

岸 部へ帰 るキ ャラバ ンの駄獣 を準備す る こと もあった。 沿岸部 を出発 し、 このよ うな交換 をす

べて終えてふ たたび沿岸部 に もどるまで に、6ケ 月を費 やす ことも珍 しくなか った。(Dalleo ,

1975:55)

19世 紀 の末 にどれほどの数 のキ ャラバ ンが、 ボラナまで入 っていたのか、正確 な数 はわか ら

な い。だが20世 紀初頭 の ヨー ロッパ人 たちの記録 によれば、 その数 はかな りの もので あった こ

とは確か だ。 ほぼすべ ての集落 に、 ソマ リ人が滞在 して いた とい うのである。

ボ ラナ の テ リ ト リー で は、 西 南 部 の ア チ ェ ボ(Acebo)が 交 易 の拠 点 とな って いた。

(Vannutellietal,1899:168-69)こ こで は当時、 ボラナのカ ラユ(Karayu)半 族 の儀礼 リー

ダーで あ ったアバ ・フ ィラ ト(abaFilato)が 、強力な政治的支配権 を握 って いた。 ア チ ェボ

には、北 か らは コンソや アマ ロの交 易商人 がや ってきて、穀物 や布 と交換 に塩を手 に入 れて い

た。 また ここでは象牙 も取 り引 きされていた。北 に住む アマ ロや ジャムジ ャムは、その周辺 の

民族か ら象牙 を集 め、 それをアチ ェボに もってきて、 ボラナに売 って いた。 ボラナ はさらにそ

れ を、去勢牛 と交換 に ソマ リ商人 に与 えたのだ った。(Smith1897:230)ア チ.、一ボは また、

交易 ルー トの分 岐点 で もあ った。 ソマ リのキ ャラバ ンはここで、南 の レンデ ィー レへ、北東 の

コ ンソや ジ ャム ジャムへ、 そ して西 のアルポ レへ と、それぞれの目的地 ごとに分 かれて旅立 っ

た。

次 に この交易 が、 この地域 の社会 に どのよ うな影響をおよぼ したのかを、 ホールを例 に とっ

て みて みよ う。

3.ソ マ リの長距離交 易 とホール

1)ホ ー ル社会 の形成

ホール(Hor)は エチオ ピア西南部 のウェイ ト川 の河 畔に居住す る クシ系 の農牧民 であ る。

現 在の人 口はおよそ3000人 、氾濫原 のモ ロコシ栽 培 と、サバ ンナでのウシと小家畜の放牧 によっ

て生 活 している。4っ の政治的 に独立 した地域集 団 に分か れて お り、 それぞ れが カ ウ ォ ッ ト

(qawot)と よばれ る儀礼首長、 ケル ネッ ト(kernet)と よばれ る政治首長・長老集団を もって

い る。 北 の二っ の集団 を合 わせてアルポ レ、南の二 っの集団を合わせてマル レとい う。

ホールの社会構造 や生業様式 をみる と、典型的な 「伝統的」牧畜社会の姿を今 に伝 えてい る

よ うにみ える。 だがその歴史 を調べ る と、彼 らが ひとっ の民族集団 と してのアイデ ンテ ィテ ィ

を持 つ にいた ったのは、意外 な ほど新 しいことがわか る。

ホールや近隣 の民族集 団に伝 わる伝承か ら、 ホールの原型 となった集 団は18世 紀 の末 ごろに
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は、 ウ"イ ト川 か ら100キ ロ以上 も西 に位置す るオモ川 の西岸 に、 ウシ牧 畜民 と して暮 ら して

い たので はないか と思 われ る。19世 紀 の初頭 に、 ここか ら一部 の集団が南 に移動 し、 トゥル カ

ナ(Turkana)湖 の南東部で エルモ ロ(Elmolo)と い う漁労民 とな った。現在 ホ ール の言 語 に

もっとも近 い言語 が、 このエルモ ロ語で ある。 さ らにその一部 は、 ウェイ ト川 の下流 に移動 し、

氾濫原農耕 を開始 し、 アルポ レとな った。 オモ川西岸 に残 った人 々は、 マル レと名 乗 り、 オモ

川 か らチ ェウ ・バ ヒル(ChewBahir)湖 までの間 を移動す る ウシ牧畜民 として暮 らして いた。

19世 紀末 まで に、 エルモ ロ、 アルポ レ、 マル レは、 ま った く別 の集 団 と しての アイデ ンテ ィ

テ ィを もっ にいた った。 ウー]一イ ト川河畔 に移住 したアルポ レには、19世 紀 の半 ば ごろ、東の山

岳地帯 か らボラナが多量 に移住 して きて、大 きな文化 的影響 を与 えた。現在 の カウォ ッ トの始

祖 は、 この ボ ラナか らの移民 だ と思 われ る。 アルポ レと西 のハマル は友好 的関係 にあ り、氾濫

原 で ともに農耕 を行 な っていた。 当時 アルポ レは、小家畜 はもっていたが、 ウシはほとんどもっ

ていなか った。 マル レとアルポ レはときお りウ占イ ト川 の下流 で出会 うことがあ ったが、 っね

に友好 的 な関係 だ ったわ けで はな く、 ときお り戦 うこともあ った と伝 え られてい る。

この ころ移住 と同化 に よって、 あ らたな民族 アイデ ンテ ィテ ィを形成 したの は、 ホールだ け

で はない。現在 オモ川下流 か ら トゥル カナ湖の北岸 にかけて居住 してい るダサ ネッチ は、19世

紀 の前半 には、現在 の居住地 か らはるか南 の、 トゥルカナ湖 の西岸 に住 んでいた といわれ る。

18世 紀 の末 か ら始 ま る東 か らの トゥル カナの侵攻 によ って、 この集団 は北へ 向か う人 々 と南へ

向か う人 々に分 かれた。北上 した人 々 は、 オモ川下流 に到達 し、在来 の農耕民 や漁労民 を同化

しっっ、 あ らたなアイデ ンテ ィテ ィを形成 し、 ダサネ ッチの中核 となってい った。 トゥル カナ

湖 の東で、 ラクダ牧畜民 が、 レンディーレ(Rendille)や ガブラ(Gabra)と してのアイデ ンテ ィ

テ ィを もち始 め るの もこの ころであ る。

さ らにこの時期 にサ ンプル(Samburu)も 南か らこの地域にやって くる。サ ンプルはレンデ ィー

レとは友好 的な関係 を保 ち、 ダサネ ッチやマル レとは、 ときには戦 い、 ときには交 易をす ると

い う関係 を もった。 そ して北 のハマルやアルポ レとは、敵対 した。(Sobania,1980)

この地域 の牧畜民 たち は、交易 や姻戚関係 を通 して、 しば しば集団 を超 えた紐帯 を形成 して

い た。旱越 や牛疫 で家 畜を失 った とき、牧畜民 たちは、 このよ うな紐帯 を利用 して、災害 の影

響 の少 ない他 の民族 の もとに移住す る。彼 らに とって もっとも有望 な地域 は、 オモ川 の下 流 と

ウェイ ト川 の下流 だ った。 ここはエチオ ピア高地 の雨 が、河川 の氾濫 とい う形 で乾燥地帯 に も

た らされ、肥沃 な農耕地帯 とな ってい るか らである。家畜 を失 った牧畜民 は、狩猟採集 や農耕

をお こないっっ、牧畜経済 への復帰 を 目指 した り、狩猟採集民 や農牧民 とな って ホス トの集団

に吸収 された りした。

1880年 代 に この地域 の牧畜民 を襲 った災害 は、19世 紀 に生 じた災害 の うちで も、 と くにひど

い ものだ った。牛疫 が続 いた上 に、 トゥルカナ湖 の東岸 か ら トゥルカナ(Turkana)が 北上 し、

他 の集 団 を攻撃 したか らである。 もっとも大 きな打撃 を受 けたの は、 サ ンプルだ った。サ ンプ

ル はウシを失 った上 に トゥルカナの攻撃 を受 け、一部 は ダサネ ッチに吸収 され、残 りはバ リン

ゴ湖の北 まで南下 したのだ った。 サ ンプルの西 を遊動域 としていたマル レも、 この牛疫で家畜

を失 う。 彼 らは集団で、 ウェイ ト川 の下流 に定着 し、 アルポ レと ともに農耕 を開始 した。 私 が
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ホール と呼んで いる集団が成立 したのは、 これ以降の ことなのであ る。

2)ホ ールの交易ネ ッ トワーク

1895年 にウェイ ト川下流 をお とず れたアメ リカ人探検家 ドナル ドソン ・ス ミス は、 アルポ レ

の裕 福 さに驚 いて いる。 アルポ レは、 ラク ダと ミュールを除 くすべての種類 の家畜 を何千頭 と

持 って いた。若者 たちは、腰巻 の ほかに、 ヒョウの毛皮を肩 にかけ、 ダチ ョウの羽 を頭 につ け

てお り、 さ らに牡蠣 の殻 のよ うな形 の小 さな鉄 のベルをた くさん足 にっ け、腕 と首 には真鍮、

象牙 、 ビーズの輪 をた くさん巻 きっけていた。女性 は肩か ら膝 に届 く皮 をま とって お り、 カタ

ラガイや ビーズ、 ヤマア ラシの とげなどをっ ないだチ ェー ンを巻 きっ けていた。 さ らに裕福 な

もの は、 メルカや モガデ ィシュで作 られた派手 な彩 りの布 を腰 に巻 いた り頭 に巻 いた りして い

た とい う。(Smith1897:261-263)。 何が このよ うな富 を、 アルポ レに もた らしたのだろ うか。

それはソマ リの長距離交易である。アルポ レで はソマ リ商人 について、次のように伝 えている。

アルポレに来た最初の商人は、 ソマ リ(Safar)だ 。アムハラもまだ来ていない。 アルポレは、祝福を

与えるときに、 ソマリのように平和に行 くようにと言 う。 ソマ リとは何 も戦争はな く、商売だけで平和

に交流 した。ウシもソマ リから手に入れた。アルポレは象牙でウシを買った。マチに縫い付けるタカラ

ガイも、 ソマリか ら買 ったのである。… ソマリはとても平和な人たちだった(iyaArsiba,2000.07.22)

アル ポ レの伝承 は、 ソマ リとの関係 を とて も友好 的な もの として伝えてい る。 ソマ リとの関

係が いっ ごろ始 ま ったのかにっいては、 は っき りとはわか らない。だがすでに述 べた ように、

19世 紀の半 ばに ソマ リのキ ャラバ ンが トゥルカナ湖近辺 に進 出 しているという当時 の記 述か ら、

この頃 にはすで に接触 が始 まっていた と考 えて差 し支 えないので はないか と思 われ る。

ソマ リが もた らした最大 の富 は、 ウシだった。 ソマ リはメス仔牛 と交換 に、象牙 を購入 して

いたので ある。

一本の象牙でとて も多 くの子ウシを買 うことができた。火を焚いて、そこからウシをな らべる。他方

の端で、 ウシの足の下か らのぞいて火が見えたならば、さらにウシを加える。一本の象牙で買 うことが

できるウシとは、これほどたくさんであり、数を数えるということもしないのだ。4本 の象牙で買 うこと

ので きたウシは、 とて もたくさんであるということだった。(iyaArsiba,2000.07.23)

かつて アル ポ レは農耕民で、 ウ シは持 っていなか った。だが ソマ リとの交易で、 アルポ レは

多 くの ウシを もつ よ うにな ったので ある。 アルポ レが これ ほどの富 を手 に入れ る ことがで きた

のは、彼 らが ボラナ以西 の ソマ リ交易を独 占 したか らだった。1896年 にアルポ レを訪 れたボ ッ

テー ゴ隊の記録 は、当時 ホールで おこなわれていた交易の ようすを詳 しく伝 えている。彼 らは

アルポ レで、 ベ ナデ ィル商人の キ ャラバ ンと出会 った。 このキ ャラバ ンは、 ルークか らボ ラナ

の アチ ェボを通 り、 アルポ レへ象牙交易 に来 ていたのだった。 それによれば、 アルポ レは この

地域 では象牙交 易で有名で あ り、 ソマ リの進 出をチェウ ・バ ヒル湖まで に とどめる一方で、 み

ずか らはオモ川流 域の カロ、 ムル シまで交 易に出か けて いた とい う。
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アルポレは傑出した交易者である。南部では交易をほとんど独占しているほどである。 この小 さな集

団 は、彼 らの交易活動のために、遠 く離れた国々のことも良 く知っている。彼 らは中立を保 ってお り、

どこへでも行 くことができるからである。彼 らはソマリ商人であるサファラが、湖 の西方に進む ことを

妨 げている。なぜなら彼らは、ダサネッチ(Gheleba)、 カロ(Cherre)、 そしてムルシ(Murzu)か ら象牙

を買い、それ らを潤沢な利益を乗せて再販売するか らである。キャラバ ンには、彼 らのその特権的条件

を保証するという条件で、たいへんなホスピタリティを示すので、このあたりでは、彼 らは象牙の取 り

引 きで有名になっているのだ。(Vannutellieta1,1899:355)

同 じ記 録 は、 アルポ レが レンデ ィー レまでお もむ き、 トップ(top)と い うソマ リの綿 の衣

服 を レンデ ィー レに与 えている と記 している。 アルポ レは、 ソマ リとの象牙交易 によ って手 に

入 れたべナ デ ィルか らの交易品 をたず さえ、 トゥルカナ湖 の北か らオモ川 をさかのぼ りムル シ

の地 まで、 さ らにチ山ウ ・バ ヒル湖 のはるか南 にまで交易 に出か けていたので ある。

アルポ レと対 照的 に、 マル レでは、 ソマ リ商人 に関す る伝承 を聞 くことはで きない。 マル レ

は1880年 代 まで は、 オモ川 の西岸 を本拠 とす る遊牧民だ った。 この当時 はウェイ ト川 に定着す

る農耕民 アル ポ レが、 ソマ リ交易 の仲介者 と しての役割を独 占 して いた。そのためにマル レは、

ソマ リと直接接触 す る機会が少 なか ったのだ ろ う。1こ の ことは、 オモ川 河畔 の諸 民族 にっ い

て も同様 であ る。 この地域 の牧畜民の歴史 を再構成 して いるニール ・ソバニ アは、 ダサネ ッチ

で は ソマ リキ ャラバ ンの伝承 はほとん ど残 って いな いとい う。(Sobania,1980:120)

19世 紀 の後半 に は、 すで に北部の交易ル ー トは、オモーバ ロ川 ルー トがオモ系農 耕民 デ ィメ

の と ころまで、大 地溝 帯 ルー トが オモ系農 耕民 マー レの ところまで到達 してい る。 それで は北

部 ルー トと、 ソマ リの南部交易 ルー トの分 水嶺 は、 どのあた りになるのだろ うか。

1895年 、 ス ミス はウェイ ト川 を横切 り、 トゥルカナ湖 に到達 し、 さ らにオモ川 をさかのぼ っ

て、 ボデ ィのメ ラ(Mela)ま で達 してい るが、 メ ラは象牙 の価値 を知 らな い と述 べ て い る。

(Smith,1969:320)ア ル ポ レの交 易は、 ムル シまでで、 その北 のボデ ィには到達 していなか っ

たのだ ろ う。 またオモ系農牧民 バ ンナを調査 している増 田によれば、バ ンナは銃 を手 に入 れ る

まで、 ゾウを狩猟 す ることを しなか った とい う。(増 田,近 刊)お そ らくはホ ール の北 の ク シ

系農牧 民 ッ ァマ コか らオモ系農牧民 ハマル ・バ ンナ、 マー レの西 のオモ系農 耕民 アー リ、 そ し

てその北東 のボデ ィあた りが、象牙 の交易網 か ら取 り残 された最後の地域で あ り、北部 ルー ト

とソマ リ ・ルー トの分水嶺 とな っていたのではないだろ うか。 【図3】

3)首 長 制 と長距離交易

ソマ リ交 易 は、農耕民 だ ったアルポ レを、多 くのウシを もっ豊かな牧 畜民 に した。だが変化

はそれだ けで はない。

ホールのそれ ぞれの地域集団 には、 カウォ ッ トと呼ばれ る首長 がい る。 カ ウォ ッ トは祝 福 と

1)し かし、定着 して数年後には、マルレも交易に関与 している。このことは、1885年 にこの地域 を訪

れたテレキ隊のフォン・へ一ネルからも明らかだ。へ一ネルは、マル レはダサネッチと交易を して

お り、牛、綿布、 ビーズを象牙 と交換 していると記 している。ただ しこれ らの交易品をマル レが ど

こか ら手に入れ、象牙を何に使 っているのかはわからないとしている。(vonH6hnel,1968:187-188)
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図3エ チオ ピア西南部諸民族 と長距離交易

呪誼 の力 を もって お り、 ことにアルポ レのカ ウォッ トの力 は、 強力 だ と考 え られている。現在

カ ウォッ トの地 位 は、首長筋 のなかで世襲 されて いるが、 アルポ レのカ ウォッ トは もともとは

外部 か らきた異 人 だ ったいわれ る。

アルポ レの現在 の首長筋 がボ ラナか ら移住 して きたの は、伝承 や記録 か ら推測す る と19世 紀

の半 ば頃だ と思わ れる。 かつて はカウ ォッ トの地位 は世襲 によ ってではな く、強力 な力 を持つ

者 が、 その力 を人 々に示 す ことでその地位 を手 に入れていた といわれる。人 々が しば しば移動

し、集 団の構成が あま ぐる しく変化 した19世 紀 のアルポ レにおいて、安定 した首長制が形成 さ

れるの は、困難 な ことだ ったにちがいない。 だが ボ ラナか らの移住者 たちは、 アルポ レで強力

な世襲 の首長筋 を作 る。 それを可能 に したのが・ ソマ リとの交 易だ った と、 アルポ レの長老 た

ちは語 る。

象牙 交易 の中心 にいたの は、 ガンダラブとクラムの首 長筋 と、 その姻族 だ った。 カ ウォッ ト

たち は象牙 の取 り分 について、次 のよ うに協定 を結んでいた。
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クラムとガンダラブの間には、境界がある。 ゾウがこちら側で人々が槍で刺 して この境界を超えて向

こう側で死んだら、象牙 はクラムのものになる。 この境界を越えたのでガンダラブは取 らない。 クラム

のカウォットのものとなる。向こう側で刺されて、 こちらに走 ってきて、境界を超えて こち らで死んだ

ら、ガンダラブのカウォットのものとなる。(iyaArsiba,2000.07.23)

象牙 と交換 に手 に入 れ られた ウシは、 カウォ ッ トを豊 かに し、彼 らの一族 の力を強力 な もの

に した。 その ころ アル ポ レは現在 と同 じように、婚 資 と して4頭 の仔牛 を支払 って いた。 しか

し家畜 を持 たないその ころの人 々 にとって、 婚資の支払 い は何年 にもわたるものだ った という。

象牙 と交換 に ウシを手 に入れた首長 た ちは、 求め る者 には婚資 を代わ りに支払 った。小家畜 も、

衣服 も、求 あ る人 々 に与 えた という。 カウォ ッ トは、財の分配者 となることで、 アルポレの人々

に大 きな力 をふ るったのであ る。

4.国 家支配 とソマ リ交 易の変 容

1)帝 国支配 とソマ リ交 易の衰退

エチオ ピアにおけ るソマ リ交 易の影響 は、 エチオ ピア帝国 による侵略 と、 イギ リスによるケ

ニアの植民地化 によ って衰退 す る。1897年 、 エチオ ピア西南部 には、 エチオ ピア皇帝 メネ リク

(Menelik)の 軍 隊が次 々に進入 し、 この地域 の諸民族 は征服 され る。北 のマ ジか らは、 ラス ・

ウォル デ=ギ オルギス(RasWolde-Giorgis)の 率 いる軍が南下 し、 トゥル カナ湖の北岸 まで

を支配下 にお いた。 アー リの居住す る高地 は、 ワライタか らガモ、 そ してマー レを支配下 にお

いた軍 隊が進軍 し、 オモ川 の東岸 まで支配 を広 げる。そ してガモの東 のガル ドゥラ(Gardula)

には、 フィテ ラ リ・ハ プテ=ギ オルギス(FiterariHapte-Giorgis)率 い る軍 が侵 攻 し、 ボ ラ

ナを征服 した あと西 に転 じて、 オモ川 にまで達す る。 ホール はハ プテ=ギ オルギス軍 に抵抗 し

たために、徹底 的 に攻撃 され、人 々はウ占イ ト川 河畔か ら周辺 の民族 へ離散す ることになった。

彼 らが もとの土 地 に戻 ったのは、 それか ら20年 以上 た ってか らだ った。

エチオ ピア帝 国 は西南部一帯 を、 この地 に侵攻 した軍 の支配地域 に従 い、三っ の行政 区に分

けた。一番西 のオ モ川の流域 は、 マジ(Maji)に 拠点 を もっ高地人 の支配下 に置 かれ た。 オモ

川 の東岸 か らハマルの カスケ川 にか けて は、バ コ(Bako)の 支配下 におかれ、 ウェイ ト川流域

か らボ ラナにか けての一帯 は、 ガル ドゥラに拠点 をお く高地人 の支配下 に入 った。 【図4】

征服地 に駐留 した高 地人た ちが行 ったの は、奴隷狩 りと略奪、 そ して象牙狩 りだ った。 エチ

オ ピア帝国 によ る支配 は、 ソマ リの交易 ネッ トワー クに大 きな打撃 を与 えた。帝国 は領土 内の

通 商を コン トロール しよ うと し、象牙 や家 畜の輸 出を禁止 した。 そ して領土 内で とれた象牙 の

大半 は、 メネ リクへ の貢納 と して、 アデ ィスアベバに運 ばれ た。 それ に加え、 ゾウの乱獲 のた

あ 、 征 服 後 数 年 か ら十 数 年 で、 象 牙 は枯 渇 して しま った。 た とえ ば征 服 か ら3年 後 の

1900年 にウェイ ト川流域 を訪 れたイギ リス人ハ リソンは、 この地域の高地人がわずか2ケ 月で

1500本 の象牙 をアデ ィスアベバに送 った と語 ったこ とを記 し、 すで にこの地 域で はゾゥはいな

くな って いると述べ てい る。(Harrisson,1901)ま た高地人たちは しば しばケニァ領 にレイデ ィ

ングを行 い、 それが この地域 の牧畜民 の移動 を促進することになった。地域の住民 とパ トロンー
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<卜 … エチオピア帝国軍の進路

■Gardula地 方統治の中心地

統治地域の境界

国境

図4西 南部 の帝 国支配

クライァ ン ト関係 を形 成 し、それ によ って交易を行 って きた ソマ リの商人 にとって、 この よ う

な状況 は通商 を困難 にす る ものだ った。 さ らに高地人 たちは、領土 を通過す るキャラバ ンか ら

徴税 した り、賄 賂を要求 した りし、 それが聞 き入れ られな い と暴 力 をふ る うこと もあ った。

(Dalleo,1975:83-90)

だが ソマ リの長距離交易 によ り大 きな影響 を与えたの は、 ケニア側 の英国 の政策 だ った。英

国 は当初 、 イ ン ド洋沿岸 のキスマユ(Kismayu)を 交易の拠点 と位置づ け・内陸部 に はエチ オ

ピア国境 の モヤ レ(Moyale)や その南部 の ワジールに駐 屯地 を設 け・ 交易 を統制 しよ うと し

た。 ソマ リの ラクダ ・キ ャラバ ンも許可制 とな った。交易 はエチオ ピア西南部か らイ タ リア領

ベナデ ィルへ の ものか ら、 エチ オピア南部 か らケニア領の リフ ト ・バ レー地域へ の・南北 の も

のへ とそ の中心 が移 って いった。 当初政治的 な目的で建設 された駐屯地 には・個人商店 が作 ら

れ、徐 々に地域 の経済 的な中心 とな ってい った・ そ こにはソマ リの ほかに・ ア ラブ人 やイ ン ド

人 が参 加す るよ うにな った。交 易 は長距離 の ものか ら・駐屯地 を結 ぶ ものに変化 し・商 品の運

搬 には車 が用 い られ るようにな ってい った。 このよ うな流れの中で・ ベナデ ィルか らエチオ ピ
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ア西南部 を結ぶ ソマ リのキ ャラバ ンは、1920年 代 に はす っか り衰退 して しま った。(Dalleo,

1975:91-118)

ラクダ ・キ ャラバ ンによ る象牙交易 は衰退 してい くが、 ソマ リが媒介す る交易 がな くな った

わ けで はなか った。 イギ リス領 やエチオ ピァ領か らイタ リァ領 ソマ リへ の毛皮 な どの密猟品 の

運搬 は、 駐屯地 を経 由す る形で続 いた。 それ に関与 して いたのは、 ケニア領 や エチオ ピア領 の

駐 屯地 に根 を下 ろ した ソマ リで あ り、末端で野生動物 を 「密猟」 していたのは、 エチ オ ピアや

ケニアの牧畜民た ちだ った。(Dalleo,1975:185-200)

ソマ リはホール の地 には、ハ イ レセ ラシエの帝政時代 まで交易 に来 ていた。 ホール は ヒョウ

の毛皮 な どを与 え、 そのか わ りに銃や ビーズ、彩色 され た布 などを手 に入 れていた。 ホールの

テ リトリーのす ぐ東の山岳地帯 にあるボ ラナのテルテ レ(Tertele)に は、多 くの ソマ リが住 ん

で いた といわれ る。だが1977年 か ら78年 にか けてのエチオ ピアー ソマ リ戦争以来、 ソマ リ商入

はま った く姿 を消 して しま った。

2)歴 史記憶 とイデオ ロギー

ソマ リの記憶 は、単 な る歴史 の語 りとな って しま ったのだ ろ うか。 私 はそれが、実 はホール

の現在 を支 え るイデオ ロギーの奥深 くに、埋 あ込 まれて いるので はな いか と考えて いる。

エチオ ピア帝 国の過 酷 な支配 の もとで、 ホールはカウォ ッ トの力を よ りどころに して生 きて

きた。 カウ ォッ トはホールに豊穣を もた らし、 また高地人 に呪誼 をか けることで、 その支配の

過酷 さを和 らげて きたのだ とい う。 だが より重要 な点 は、 カウォ ッ トを中心 とす る形で、 ホー

ル は離散 後 に再建 された社 会を秩序 づ けるイデ オロギーを構築 した ことだ った。

ホール のカ ウォ ッ トの力 は、両 義的であ る。 それ は豊穣 を もた らすだけでな く、破壊 的な力

に もな りうる。 ホール は集 団内で、 限定 された内部 の資 源、す なわち氾濫原、女性、 ウシを、

分配 し、 交換 してい る。 それを統制 す るの は、年 齢階梯 か ら選 ばれた長老集団 である。 だが彼

らの権 力が正当化 され るの は、 これ らの資源を豊穣 にす るカウォッ トの力を抑制 し、 コントロー

ル してい るか らで ある。 カウォ ッ トは、家父長制権力 のイデオ ロギー装置 の要 をな している。

そ してそれ は、 その力 が外部 の豊穣 で もあ り、暴力 的で もある力 と結 びつ いている限 りで、有

効 とな る。(宮 脇2002)

ホール にとって、 もっとも見 えやすい外部 の両義的 な力 の源泉 は、彼 らの 「敵」で あるマー

レや サ ンプルで ある。彼 らの血 は、 それを殺 した者 を豊か にす る と信 じられ ている。首長筋 の

始祖 も、最初 はあたか も 「敵」 のよ うにホールにや って きて、人 々を呪誼 したので ある。 だが

そ の背後 に は、 よ り歴史的 な経験 とイメージが隠 されて いるように思 える。 暴力的 なイメージ

の原像 は、 ホー ルを離 散 に追 いや ったエチオ ピア帝国の力を想 い起 こさせ る。 そ して、豊穣 を

もた らす外部 の力 は、 明 らか に ソマ リの イメージと結 びっいて いる。

ソマ リとの交 易の記 憶 は、 カウ ォッ トの伝承 や儀礼 の中に刻 み込 まれてい る。 た とえば ガ ン

ダラブの首長筋 は、東 か らや って きた異人 であ り、強力 な呪力 を用 いて土着の首長 を屈服 させ、

人 々の富 を独 占 した と伝 え られてい る。 この神話 的な伝承で伝 え られ る富 というのが、氾濫原、

婚姻前 の女性、 そ して象牙 だ った。象牙 を独 占す るとい うことは、 ソマ リ商人の もた らす ウシ
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を独 占す ることを意 味 して いた とい う。

ガ ンダラブの首長筋 が重要 な儀礼 の ときに用い る彩色 され た綿 布 を、 ル ー フ(ruuf)と い

う。 これ は現在 はボラナか ら手 に入 れ られ るが、 もともとは ソマ リ商人 が もた ら した ものだ っ

た と伝え られてい る。 おそ らくは19世 紀 にベナデ ィルに大量 に輸入 されたアメ リカ産の綿布が、

交 易品 と して持 ち込 まれた ものだろ う。

こ うした歴史 の記憶 は、儀礼 や伝承 を通 して イデオ ロギーの中核 に埋 め込 まれ、 カ ウォッ ト

の イメージを媒介 として帝 国支配後 の ホールの社会 を支 えて きた。 だが記憶が現在 のイデオ ロ

ギー と密接 にか かわ ってい るとす るのな らば、抑圧 され忘却 された記憶 もあるはず であ る。 ア

ルポ レの人 々は、100年 以上前 の ソマ リ商人 の歴史記憶 を、今 も生 き生 き と語 る。 だが彼 ら自

身が仲介者 として、 オモ川 まで赴 いた ことを語 る者 はいない。彼 は 「商人」 のよ うな ことは し

た ことがな く、今 も昔 もウェイ ト川 の流域 に定着 して暮 らしていた とい うので ある。 なぜ この

よ うな ことが起 こるのだ ろ うか。

それはエチオ ピアという国家支配の もとで、彼 らがカ ウォッ トを中心 にすえ た、内部 と外部

を明確 に分節 す るイデ オロギ ーの もとに生 きて きたか らではないか と思 う。 これ は世界を中心

と周縁 のかたちで と らえ る特有の空間認知 にもとついてい る。 それはあま ぐる しく人 々が移住

し、 そのアイデ ンティティを変 化 させて いた19世 紀 のホールの持 って いた空間認知 とは、 かな

り異質 の ものだろ う。 そ して このイデ オロギ ーが、 彼 らが交易仲介者 と して広域 を移動 して い

た とい うイ メー ジを、 忘却 させて いるので はないだ ろうか。

5,結 論

本稿で は、19世 紀 の ソマ リの長距離交 易が、 ホール とい う民族 に与 えた影響 につ いて述 べて

きた。 ソマ リとの交 易 によって、 ホールの地域集団 であるアルポ レは多量 の ウシを獲得 し、 そ

の生業 を変化 させた。 また首長 筋がその交易 の中心 とな り、 ホールには世襲 の首長制が確立 さ

れ た。

だが トゥルカナ湖周辺 の ソマ リ交 易を、 ホールが仲介者 と して一手 に独 占 したために、 それ

よ りも西 の民族 に は、 直接 の影響 は及 ばなか った。 それな らばホールの事例 は、む しろ例外的

な もの と考 え るべ きだ ろうか。

確か に トゥルカナ湖周辺 の民族 に限れば、 ホールは例外的 といえるか もしれな い。だが ホー

ルの東 のボ ラナで は、 ホール と同様 の プロセスが進行 していたのではないか と思 う。 ボラナで

の ソマ リの交易拠 点 は、 アチ↓ボだ った。 そ こはボ ラナの儀礼 的 リーダーで あるカラユ ・ク ラ

ンの カ ッルのテ リ トリーだ った。 この当時 カ ラユの カ ッルであ るアバ ・フィラ トは、絶大 な権

力を もっていた とい う。 ボラナで はガ ダとい う年齢体系が政治制度 の中核 をな して いるが、儀

礼 的 な リー ダーが政治的権力を持つにいた った背景 は・ ソマ リ交易 の影響を抜 きに して は考 え

られ ないだ ろう。

帝国 と植民地 に よって分 断 され る以前 の19世 紀の この地域 は・ ソマ リ交易 の到達 によって、

徐 々 に新 たな集 団の形 と・集 団間のネ ッ トワークが形成 されっ っあ った とみ なすべ きだ ろ う。
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これ らの社会 は、常 に変化 して いた。現在私た ちが見ている 「伝統社会」 の形態 は、 このよ う

に常 に変化 してや まない社会が、帝国の支配下で20世 紀 に入 って身 に着 けた、新 たな抵抗 と生

き残 りのたあの形態 なので はないだろ うか。 だがかつての歴史記憶 はその中核 に埋 あ込 まれ、

今 も生 きて いるので ある。

IvoryandChiefs:the19thcenturySomalilong-

distancetradeanditsinfluenceontheHorofsouth-

westernEthiopia

MIYAWAKIYukio

CollegeofIntegratedArtsandSciences,ケ
OsakaPrefectureUniversity

ThispaperintendstoshowtheinfluenceoftheSomalilong-distance .tradeonthe

pastoralsocietiesinsouth-westernEthiopia.Inthesecondhalfofthe19thcentury,

SomalicaravansofBenadirreachedtheTurkanabasin.TownsalongtheJubariver

roseastradingcenters.TheSomalitradersformedpatron-clientrelationshipswith

indigenouspeoplesalongtheroutes,andthosepeopleshelpedSomalitradersas

mediators.OneofthemostinfluentialagentswastheArbore,whoresidedalong

theWeitoriver.TheyactedasmediatorsoftheSomali,andbroughttheirtrading

goodsuptotheMursi,wholivedalongtheOmoriverinnorth,andtotheRendille,

wholivedinChelbidesertinsouth,Theyexchangedgoodswithivory,andsoldit

totheSomali.Attheendof19thcentury,theybecamethemostactiveindigenous

tradersintheTurkanabasin,

Somalilong-distancetradechangedthesubsistencesystemandsocialstructure

oftheArbore.Atthemiddleof19thcentury,theArborewereagriculturalits,and

didnotkeepcattle.Byexchangingivorywithcalves,theArborebecameoneofthe

richestagro-pastoralistsinthearea.Furtermore,tradewiththeSomalistimulated

thedevelopmentofthechieftainshipoftheArbore.Asimilarprocessmayhavede-

velopedintheBorana.

TheArboreconsiderthepowerofchiefstobeambivalent.Thisseemstoreflect

theirhistoricalexperience.Harshstateruleisreflectedinmalevolentpower,and

richnessbroughtbytheSomaliisreflectedinbenevolentpower.Historicalmemo.

riesofivorytradeandstateruleareembeddedintheirtraditionwhichhasbeen

consideredunchanged.
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